
  

取扱説明書                    
*取り付けする前に必ずお読み頂き、内容をよく理解して正しくお使いください。  

*この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるよう大切に保管してください。 

*この商品もしくはこの商品を取り付けた車両を第三者に譲渡する場合は、必ずこの取扱説明書も併せてお渡しください。 
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■ご使用前に必ずご確認ください■ 
※ 取扱説明書内の注意事項を守らずに使用した事による事故や損害について、当社では一

切の責任は負いません。 

※ 商品の保証については保証書裏面の保証規定に沿って行っております。保証内容をご理

解のうえ、この取扱説明書と一緒に保管してください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、

次のシンボルマークで示しています。 

 
要件を満たさずに使用しますと、死亡または重傷に至る可能性が想定される場

合を示してあります。 

 
要件を満たさずに使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想

定される場合を示してあります。 
 

 

行為を強制したり指示する内容

を告げるものです。 

 

表記の行為を義務付けするもので

す。 

  

表記の注意を告げるものです。 

 

禁止の行為であることを告げるも

のです。 

  

表記の注意を告げるものです。 
 

その他の警告及び注意を告げるも

のです。 

 

 

表記の禁止行為を告げるもので

す。 
 

表記の禁止行為を告げるもので

す。 

 

表記の注意を告げるものです。   
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・ この商品の取り付けは、専門的な技能や知識を有する整備士がいる設備の整

ったオートバイ店もしくは認証整備工場に作業を依頼すること 

・ 走行前にクラッチのつながりに異常がないか確認をすること 

・ 前進、後退共に走行中に異音や振動を感じた場合はすぐに走行を中止し、状

況を確認すること 

・ ブレーカーピンは必ず付属品、もしくは弊社補修品を使用すること 

・ 後退時は目視で後方を良く確認し、速度が出過ぎないように注意すること 

・ 作業は、車両を安定して支えられるスタンド等を用意して安全を確保したう

えで行うこと 

・ 商品を取り付ける際、使用する純正部品および車両各部に欠損・損傷がみら

れた場合は再使用を避け、必ず新しい部品に交換すること 

そのままご使用になられますと、重大な事故につながる恐れがあります。 

 

・ 締め切ったガレージ内部や通気の悪い場所で長時間エンジンをかけないで

ください。一酸化炭素中毒になる恐れがあります。 

・ ガソリンは非常に引火しやすいため、作業場所は一切の火気をさけてくださ

い。また、気化したガソリンが作業場所に充満すると爆発する危険がありま

す。風通しの良い換気の良い場所で作業を行ってください。 

・ この商品に、指定以外の曲げ・切削・溶接等の加工を行った場合、重大な事

故につながる恐れがあります。指定以外の加工を施さないでください。 

・ この商品を、記載されている適応車種以外に取り付けないでください。 

  

 

・ 使用や振動による緩み、部品の摩耗が無いか定期的に点検を行うこと 

・ 操作説明を確認し、正しい使用方法で操作すること 

・ サビやメッキ浮きの原因となるため、雨天走行後は商品の水分をふき取ること

 

・ 作業を行う際は、必ずエンジンやマフラーが冷えている状態で行ってくださ

い。熱い状態で作業を行うと、火傷を負う原因となります。 

・ 取り付けは確実に行ってください。ボルト・ナット類が走行中に緩む事のない

よう、締め付けはトルクレンチを使用して、規定トルクで締め付けてください。

・ 作業に必要な工具を用意してから取り付けを行ってください。不適切な工具で

作業を行うと部品の破損やケガをする恐れがあります。 

・ 取り付け後、約１００ｋｍ走行しましたら各部を点検し、ネジの増し締めを行

ってください。その後は約５００ｋｍ毎に必ず点検を行ってください。 

・ 部品や車両のエッジや突起、切削加工時にケガをする恐れがあります。 

商品を取り付ける際は、軍手や保護眼鏡などの保護具を着用してください。 
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・ この商品あるいはこの商品を取り付けたオートバイを第三者へ譲渡する場合

には、必ずこの取扱説明書も併せてお渡しください。 

・ 補修部品をお求めの際などに必要になりますので、この取扱説明書は大切に保

管してください。 

・ この商品は、予告なしに価格や仕様の変更をする場合があります。また、本文

中に紹介した商品についても同様です。あらかじめご了承ください。 

・ 走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇

所を点検してください。 
 

 本商品の特徴  

 エンジンの回転を利用して車両を後退させる商品です。 

 手元で容易に後退操作を行うことができる機構を採用し、操作時における車両の安定性を確

保しました。 

 異常発生時はブレーカーピンが破損し、トランスミッションを保護する機能を有しています。 

 保護機能が働き破損したブレーカーピンはケース外側から交換が可能なため、出先でも容易

に交換が可能です。 
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 商品内容  

NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量

① ケース  1 ⑰ ボタンボルト M6ｘ15 5 

② アイドラーギヤワッシャ
Φ10.5ｘΦ22

ｘ3.2 
1 ⑱ ワイヤリテーナ  1 

③ アイドラーギヤ  1 ⑲ リテーナスプリング  1 

④ カウンターシャフトギヤ  1 ⑳ ワッシャ 
Φ17ｘΦ6 

ｘ2.3 
1 

⑤ 小ワッシャ Ｍ3 2 ㉑ コントロールワイヤ  1 

⑥ センターハブ  1 ㉒ レバーホルダカバー  1 

⑦ 
カウンターシャフト 

スプリング 
 1 ㉓ レバーピン Φ5c6 2 

⑧ アイドラーギヤシャフト  1 ㉔ テフロンワッシャ  2 

⑨ メインシャフトギヤ  1 ㉕ スリムヘッド小ネジ M5ｘ12 2 

⑩ 平行ピン Φ4ｘ12 2 ㉖ レバーアッパ  1 

⑪ 鋼球  1 ㉗ レバーボディ  1 

⑫ イモネジ Ｍ5ｘ6 2 ㉘ レバーホルダボディ  1 

⑬ リフターシャフト      1 ㉙ ボタンボルト UNC-1/4-20-1+3/4 2 

⑭ ブレーカーピン    5 ㉚ 化粧パネル  1 

⑮ ローテーションシャフト  1 ㉛ ボタンボルト M4ｘ6 2 

⑯ ワイヤプレート  1 ㉜ ボ-ルポイントレンチ  1 
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 取付方法  

この商品の取り付けは、専門的な技能や知識を有する整備士がいる設備の整ったオートバイ

店もしくは認証整備工場に作業を依頼してください。商品の取扱説明書および車両のサービ

スマニュアルをご用意いただき、確実な作業を行ってください。 

 

作業前準備 
取り付け前に、商品の内容をご確認ください。 

エンジンおよびマフラーが冷えていることを確認し、車両を安定して支えられるスタンド等を

用いて車体をしっかりと保持したうえでバッテリーのマイナス端子を外してから作業を行っ

てください。 

 
１. サービスマニュアルを参照して、次の純正部品

を車両から取り外します。 

・フェアリング 

・アウタフェアリングスカート 

・マフラー 

・トランスミッションサイドカバー 

・クラッチホース (トランスミッションイン

ナーカバー側のみ) 

・クラッチエアブリード 

・クラッチシリンダー、クラッチピストンお

よびスプリング 

・トランスミッションインナーサイドカバー 

・トランスミッションロックナット 

・クラッチリリースプッシュロッド 

 

アドバイス 

取り外した純正部品は組み立て過程で使用し

ますので清掃して保管します。 

２. ネジロック中強度をメインシャフトのネジ部

に塗布します。 

特殊工具メインシャフトギヤを使用して、⑨メ

インシャフトギヤをメインシャフトに取り付

けます。 

 

メインシャフトギヤ締め付けトルク: 

122 N・m 
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３. ⑨メインシャフトギヤのガイド穴にΦ4 のド

リルを挿入しメインシャフトを切削加工しま

す。 

 

アドバイス 

・ ドリルのショルダから 19.7mm の位置に

ガムテープを巻き、加工穴の深さを設定し

ます。 

・ 切削加工時の切削屑がトランスミッション

内部に混入しないようビニールなどでカバ

ーして作業を行ってください。 

 

４. 切削屑をエアーブローなどで除去します。 

 

５. メインシャフトの切削加工部に⑩平行ピンを

取り付けます。 

 

６. ネジロック中強度を⑫イモネジのネジ部に塗

布して、⑫イモネジを締め付けます。 

 

 

７. メインシャフトに⑪鋼球および車両から取り

外した純正のクラッチリリースプッシュロッ

ドを挿入します。 

  

８. 特殊工具センターハブを使用して、⑥センター

ハブをカウンターシャフトに取り付けます。 

 

センターハブ締め付けトルク: 

122 N・m 
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９. ⑤小ワッシャ M3 にシリコングリスを塗布

します。⑦カウンターシャフトスプリング

を使用して⑤小ワッシャ M3 を⑥センター

ハブの突当りまで挿入します。 

 

１０. ⑤小ワッシャ M3 にシリコングリスを塗布

して、④カウンターシャフトギヤに取り付

け、⑤小ワッシャ M3 と⑦カウンターシャ

フトスプリングが脱落しないように④カウ

ンターシャフトギヤをカウンターシャフト

に取り付けます。 

 

アドバイス 

④カウンターシャフトギヤをカウンター

シャフト側に軽く押し付け、スプリングの

反力で戻る位置にセットしてください。 

 

１１. 車両から取り外した純正のクラッチピスト

ンのシール部にギヤオイル、エンジンオイ

ルまたはグリスを塗布して、クラッチピス

トンおよびスプリングを①ケースに挿入し

ます。 

 

アドバイス 

クラッチピストンシールを損傷させぬよ

う注意して挿入を行ってください。 

 

１２. ネジロック中強度を⑧アイドラーギヤシャ

フトのネジ部に塗布して、①ケースに②ア

イドラーギヤワッシャ、③アイドラーギヤ

および⑧アイドラーギヤシャフトを取り付

けます。 

 

アイドラーギヤシャフト締め付けトルク: 

15 N・m 
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１３. クラッチホースを①ケースに仮組みしま

す。 

 

１４. 新品のガスケットをトランスミッションケ

ースに取り付け、車両から取り外した純正

のボルトで①ケ-スをトランスミッション

ケースに取り付けます。 

(締め付けトルクは、サービスマニュアルを

参照してください。) 

 

アドバイス 

①ケ-スが入らない場合は、無理に押し込

むと部品を破損する恐れがあります。この

場合は、③アイドラーギヤと④カウンター

シャフトギヤの位置を変えると①ケース

を容易に取り付けることができます。 

 

１５. 車両から取り外した純正のクラッチエアブ

リードを①ケ-スに取り付けます。 

 

１６. 純正のクラッチホースの向きを調整して、

クラッチホースを規定のトルクで締め付け

ます。 

(締め付けトルクは、サービスマニュアルを

参照してください。) 

 

１７. ⑬リフターシャフトの O-リングにシリコ

ングリスを塗布して、⑬リフターシャフト

の切り欠き側を車両側に向けて①ケースに

挿入します。 
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１８. ⑬リフターシャフトに⑭ブレーカーピンを

挿入します。 

 

アドバイス 

⑭ブレーカーピンは左右の長さが均等に

なるように⑬リフターシャフトに取り付

けてください。 

 

１９. ⑮ローテーションシャフトを⑬リフターシ

ャフトに取り付けます。 

 

２０. ⑯ワイヤプレートを⑰ボタンボルト M6 で

①ケースに取り付けます。 

 

ワイヤプレート締め付けトルク: 

10 N・m 

 

２１. ⑲リテーナスプリングを⑮ローテーション

シャフトに取り付けます。⑲リテーナスプ

リングの下端は、⑯ワイヤプレートの端面

に配置します。 
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２２. ⑱ワイヤリテーナのアーム部が車両に対し

て垂直となるように⑱ワイヤリテーナを⑮

ローテーションシャフトに取り付けます。

⑱ワイヤリテーナを取り付ける際は、⑲リ

テーナスプリングの上端を車両後方に押

し、⑱ワイヤリテーナのアーム部に⑲リテ

ーナスプリングを取り付けます。⑱ワイヤ

リテーナを⑳ワッシャΦ17 と⑰ボタンボ

ルトで締め付けます。 

 

ワイヤリテーナ締め付けトルク: 

8 N・m 

 

２３. ㉑コントロールワイヤを⑯ワイヤプレート

に仮止めします。 

⑱ワイヤリテーナを反時計回りに回転さ

せ、⑱ワイヤリテーナに㉑コントロールワ

イヤを取り付けます。 

㉑コントロールワイヤを取り付けた後に、

⑱ワイヤリテーナのツメを折り曲げます。

 

 

 

２４. 図のように、㉑コントロールワイヤの後端

をフロントブレーキレバー部まで配策しま

す。 
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２５. フロントマスタシリンダを固定しているス

クリュ 2 本を車両より取り外し、純正のマ

スタシリンダと㉘レバーホルダボディを㉙

ボタンボルトで共締めします。 

 

 

 

 

２６. ㉓レバーピンおよび㉔テフロンワッシャを

㉘レバーホルダボディに取り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

２７. ㉑コントロールワイヤの後端を㉘レバーボ

ディと㉖レバーアッパに取り付け、㉕スリ

ムヘッド小ネジで締め付けます。 

 

 

 

 

 

２８. ㉘レバーホルダボディに㉗レバーボディを

取り付けます。 

 

アドバイス 

㉗レバーボディのレバーピン穴に㉘レバ

ーホルダボディの㉓レバーピンを確実に

挿入すること。 

 

 

２９. ㉓レバーピンおよび㉔テフロンワッシャを

㉖レバーアッパに取り付けます。 
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３０. ㉒レバーホルダ—カバーを⑰ボタンボルト

で㉘レバーホルダボディに取り付け、㉑コ

ントロールワイヤを㉒レバーホルダ—カバ

ーに確実に挿入します。 

 

アドバイス 

㉒レバーホルダカバーのレバーピン穴に

㉖レバーアッパに取り付けた㉓レバーピ

ンを確実に挿入すること。 

 

３１. 図のように㉑コントロールワイヤを結束バ

ンドで固定します。 

 

注意 

コントロールワイヤに適度な弛みを設け

ること。弛みがないとハンドルの操舵角が

小さくなり、重大な事故につながる恐れが

あります。 

商品の取り付け前と取り付け後のハンド

ル操舵角に相違がないことを確認するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

３２. ⑱ワイヤリテーナ側の㉑コントロールワイ

ヤ遊び調整ナットでワイヤの遊びを調整し

ます。 

遊びは、⑱ワイヤリテーナを手で後退の位

置にしたときに、シフトレバーが後退の位

置となるように調整します。 

 

ロックナット締め付けトルク: 

8 N・m 

 

 
３３. サービスマニュアルを参照してクラッチの

エア抜きを行います。 

 

注意 

クラッチのエア抜きには、指定のフルード

を使用すること。 
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 ３４. 車両から取り外したフェアリング、アウタ

フェアリングスカートおよび純正のマフ

ラーを取り付けます。 

 

３５. 取り付け後の動作確認を行います。 

・クラッチレバーを数回握り、クラッチ

配管からフルードもれがないこと 

・クラッチが確実に切れること 

・エンジンをかけ、トランスミッション

ケース内部から異音などが発生して

いないこと 

・トランスミッションオイルの油量が適正

であること 

 

取扱説明書の操作方法を参照して作動確

認を行います。 
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 操作方法  

商品の特徴 

この商品は運転者が足を着いて車両を後退させる時の補助動力として使用します。後退

において、坂道の登坂や段差などを乗り越えるために使用するものではありません。ト

ランスミッションを保護する機能を有しているため、後退において許容以上の負荷が掛

かった場合、安全装置のブレーカーピンが破損して動力を遮断します。 

 

 

・ 後退は必ず１名のみの乗車で行ってください。車両が不安定になり転倒して

重大なケガを負う恐れがあります。 

・ 操作前に操作手順を一通りご確認いただき、操作手順の抜けや間違いが無い

ように操作を行ってください。操作手順を誤ると転倒して重大なケガを負う

恐れがあります。 

・ 後退で急な坂道の登坂や段差などを乗り越えないでください。保護機能が働

き動力が遮断された際に、車両が不安定になり転倒して重大なケガを負う恐

れがあります。 

・ 勢い良くクラッチをつながないでください。車両が不安定になり転倒して重

大なケガを負う恐れがあります。 

・ エンジン回転数は上げずにアイドリングの状態でクラッチをつないでくだ

さい。急な後退により車両が不安定になり転倒して重大なケガを負う恐れが

あります。 

・ この商品を取り付けた後は、エンジンを始動する前に必ずシフトレバーの位

置を確認すること。シフトレバーが後退の位置にある状態でクラッチレバー

を握らずにエンジンを始動するとブレーカーピンの破損や車両の後退によ

り、思わぬ事故につながる恐れがあります。 

 

 

・ 前進と比べて後退は車体が不安定な状態になりやすくなります。後退に慣れ

るまではより一層慎重な運転を心がけること。 

・ 後退は足を着いた状態で行い、クラッチの操作でスピードを調節すること。

・ ブレーキを強く掛けた状態でクラッチをつながないでください。トランスミ

ッションの保護機能が働きブレーカーを破損する可能性があります。 

・ 勢い良くクラッチをつながないでください。トランスミッションの保護機能

が働きブレーカーピンを破損する可能性があります。 
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 １. 車両に乗車して、エンジンを始動した後

にスタンドを解除します。 

 

２. クラッチレバーを握り、ギヤを１速に入

れます。 

手順 5 まではクラッチレバーを握った

状態で操作します。 

 

注意 

メインシャフトの回転を止めるために

ギヤを一速に入れます。この操作を行わ

ないとシフトレバーを後退の位置に動

かすことができません。強引にシフトレ

バーを操作すると保護機能が働きブレ

ーカーピンを破損します。 

 ３. クラッチレバーを握った状態でシフトレ

バーを後退の位置にします。 

ギヤのかみ合い位置が悪いとシフトレバ

ーを後退の位置に動かすことができない

場合があります。この時は車両を前後に

少し動かすとシフトレバーを後退の位置

に動かすことができます。 

 

注意 

この状態でクラッチをつながないでくだ

さい。保護機能が働きブレーカーピンを

破損します。また、エンストによる衝撃

で転倒の恐れがあります。 

 

アドバイス 

傾斜があって車体が動く場合は、右足で

リヤブレーキを掛けてください。 
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４. クラッチレバーを握った状態でギヤをニ

ュートラルに入れます。 

 

注意 

クラッチをつなぐと後退できる状態とな

っていますが、この状態でクラッチをつ

ながないでください。周囲の安全確認や

急な後退による転倒を防止するためで

す。 

 ５. 後方を目視で十分確認します。 

 

 

 

  

６. 両足を地面に着いた状態で、ゆっくりと

慎重に後退を行います。アクセルを操作

せずにゆっくりとクラッチをつなぎま

す。足で後退する時と同様にゆっくりと

後退し、クラッチ操作で後退スピードを

調整します。 

 

注意 

前進と比べて後退は車体が不安定な

状態になりやすくなります。十分注意

して操作すること。 

また、トランスミッションを保護する

ためのブレーカーピンは以下の操作

を行うと破損する可能性があります。 

後退時にブレーカーピンが破損する

と車両が不安定になりますので、ブレ

ーカーピンを破損させないように後

退を行うこと。 

・ ブレーキを掛けた状態でクラッチを

つないだとき 

・ 勢い良くクラッチをつないだとき 

・ 後退時にアクセル操作を行ったとき 

・ 急制動を行ったとき 

・ クラッチを切らずにシフトレバーを

操作したとき 

・ クラッチを切らずにブレーキレバー

を操作したとき 
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 ７. 停車する際は、クラッチレバーを握

り、急ブレーキはかけずにゆっくりと

スピードを落として停車します。 

注意 

緩やかな傾斜や路面に凸凹がある場

所では転倒の恐れがあるため、より慎

重な操作を行ってください。 

アドバイス 

後退機構はメインシャフトの回転を

動力として利用しています。後退中に

クラッチを切らずにブレーキをかけ

るとトランスミッション保護機能が

作動し、ブレーカーピンが破損しま

す。停車の際は、クラッチレバーを握

り緩やかなブレーキ操作を行ってく

ださい。 

８. クラッチを握ったまま、リヤブレーキ

をかけ、シフトレバーを後退の位置か

ら戻します。 

注意 

後退後は、必ずシフトレバーを後退位

置からニュートラル位置に戻してく

ださい。シフトレバーが後退位置にあ

る状態でクラッチレバーを握らずに

エンジンを始動するとブレーカーピ

ンの破損や車両の後退により、思わぬ

事故につながる恐れがあります。 
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 保護機能作動時のブレーカ—ピン交換手順  

作業前準備 
エンジンおよびマフラーが冷えていることを確認し、車両を平らな安定した場所に駐車して作

業を行ってください。 

 

  

１. ワイヤリテーナ側のコントロールワイ

ヤ調整ナットを緩め、コントロールワ

イヤをワイヤプレートおよびワイヤリ

テーナから取り外します。 

 

 

 

 

 

２. ボタンボルト M6 およびワッシャΦ

17 を取り外し、ワイヤリテーナとリテ

ーナスプリングを取り外します。 

 

 

 

 

 

  

３. ボタンボルト M6 を取り外し、ワイヤ

プレートを取り外します。 

 

 

 

 

 

 

 

４. ローテーションシャフトを取り外しま

す。 

 

５. 破損したブレーカーピンを取り除き、

新品のブレーカーピンをリフターシャ

フトに挿入します。 

 

 



 

 
2016/03/15 

92620⑲/⑳

 

６. ワイヤプレートを⑰ボタンボルト M6

でケースに取り付けます。 

 

ワイヤプレート締め付けトルク: 

10 N・m 

 

 

 

７. ワイヤリテーナのアーム部が車両に対し

て垂直となるようにワイヤリテーナをロ

ーテーションシャフトに取り付けます。ワ

イヤリテーナを取り付ける際は、リテーナ

スプリングの上端を車両後方に押し、ワイ

ヤリテーナのアーム部にリテーナスプリ

ングを取り付けます。ワイヤリテーナをワ

ッシャΦ17 とボタンボルトで締め付けま

す。 

 

ワイヤリテーナ締め付けトルク: 

8 N・m 

 

８. ワイヤリテーナにコントロールワイヤを

取り付けます。 

ワイヤリテーナのツメを折り曲げ、コン

トロールワイヤをワイヤプレートに仮止

めします。 

ワイヤリテーナのアーム部にリテーナス

プリングを取り付けます。 

 

 

 

 

９. ワイヤリテーナ側のコントロールワイ

ヤ遊び調整ナットでワイヤの遊びを調

整します。 

遊びは、ワイヤリテーナを手で後退の

位置にしたときに、シフトレバーが後

退の位置となるように調整します。 
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 補修部品  

商品名 品番 備考 

シフト SET 91421  

リテーナ SET 94470  

レバーSET 94471  

コントロールワイヤ 94472  

ブレーカーピン SET 91468 5 本入り 

メインギヤ SET 91428  

鋼球 91471  

アイドラ—ギヤ SET 91455  

カウンターギヤ SET 91456  

ケース 91457  

化粧プレート SET 91458  

 

          

 

  

     〒437-0226 静岡県周智郡森町一宮 4805   

 ＵRL: http://www.daytona-mc.jp  

◎デイトナ商品についてのご質問、ご意見は「フリーダイヤルお客様相談窓口」

0120-60-4955 まで       


